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☆学んだことを活用する力を高めるために・・・ 
既習事項を活用すれば様々な解法を考えたり、解法について考察したりすることができることを実感させるために、できるかぎり複数の解法を 

もつ課題を設定する。また根拠を明確にして自分の解法を説明し合う時間を確保することができるように、学習内容を精選する必要がある。 

○課題解決や解答を考察する場面で、掲示されたカードにかかれた

知識を活用しようとする様子が見られた。 
○ワークシートによるスモールステップの学習で、苦手意識のある

生徒も復習した既習事項と比較しながら本時の課題を解決しよう

としていた。 

《実践１》                                 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《実践２》 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

☆教師の願い 
・既習事項を活用すれば新たな課題が解決

できるという自信を持たせたい。 
・既習事項を根拠にすれば、自分の考えが

説明できることに気付かせたい。 

☆算数・数学の課題 
（はばたく群馬の指導プランから） 

・既習の知識や考え方等を活用して、課

題解決すること 
・筋道を立てて考え、根拠を明らかにし

ながら説明すること 

☆生徒の実態 
・苦手意識から課題の解決方法を自

ら考えようとしない。 
・自分の考えをどのように説明した

らよいのかが分からない。 

既習事項を活用しようとする生徒を育成する数学科指導の工夫 

―既習事項のカード化とワークシートの工夫を通して― 

○手立て①Ａ、Ｂ 

一次関数の変域について、表、式、グラフを関連付けながら復習し、 

のみをカード化 

○手立て①Ａ 

本時で活用させたい既習

事項の復習とカード化 

○手立て①Ｂ 

複数の解法に

ついてカード

化された既習

事項を根拠と

して考察 

○改ねらいに直接結び付く活動に時間をかけることができるように、 
活動内容を精選するとともに、既習事項の復習と比較しながら 
新たな課題の解決法が類推できるようなワークシートを作成する。 

○手立て②Ｃ 

分母の有理化をする必要性をもたせる課題の設定 

○手立て②Ｃ 

複数の解法を持つ 
課題の設定 

○改課題の解法を考えたり、解答について検討したりする際の 
視点が明確になるように、カード化する既習事項を本時の 
ねらいに直接結び付くものに絞る。 

○手立て②Ｄ、Ｅ 

・数値の入った表や点

線のグラフを与えるこ

とで、活動内容を精選 
 
・本時の課題を既習事

項の復習問題と対応す

るように配置 
 

※生徒のワークシートやグループ活動による解答の検討では、 
カード化された「最大値」「最小値」が多く使われた。 

活用させたい既習事項のカード化 
A 課題解決のためのヒントにする。 

B 考えを説明するときの根拠にする。 

既習事項と新たな課題を結び付けるワークシートの工夫 

Ｃ 解決する必要性を感じさせる課題や複数の 

解法を持つ課題を設定する。 

Ｄ 既習事項の復習と確認をする。 

Ｅ 課題解決の見通しを持たせる。 

最小値≦変数≦最大値 

○多くの既習事項の中から必要なものを自分で 

選択する力を付けるための手立て。 
○既習事項と新しい課題を比較しながら確認で

きるような板書計画の工夫。 

成 果 課 題 

  

【課題】１枚の長方形を切断して作った 

２枚の長方形Ａ，Ｂのどちらかを選び、 

面積と横の長さから縦の長さを求めなさい。 

 
323①　  185②　  615③  

最小値は８ではなくて０だ！ 

手立て① 手立て② 


